
　

阿久根市子育て支援情報紙

おすすめの絵本

もりのなか
文・絵： マリー・ホール・エッツ

訳： まさき るりこ

出版社： 福音館書店

ぼくは紙の帽子をかぶり、新しいラッパを持って、

森へ散歩に出かけます。すると、森の中では、さ

まざまな動物たちと出会います。最初は大きなラ

イオン。昼寝をしていたライオンは、ラッパの音で

目を覚まし、くしで髪をとかし、「ついてっていいか

い？」と聞くのです。次にはぞうの子どもが２ひき。

彼らは水遊びをやめて、それぞれセーターとくつ

をはいて、ついてきます。さらに２ひきのくま、カン

ガルーの親子、こうのとり、小さなさる２ひきが、

次々とぼくの後についてきます。ぼくはいつの間

にか長い行列の先頭に…！

梅雨の季節に入り、外遊びが難しい日は室内での遊びやふれあいの時間がぐっと大切になりますね。紙コップや空き箱を使って、おうちでちょっ

とした工作を楽しむのもおすすめです。じめじめした季節ですが、たまにはカラフルなレインコートや長ぐつでお出かけするのもいいですね♪６

月21日は「夏至（げし）」で、一年で最も昼が長い日。たくさんの光を浴びて、体も心も元気いっぱいに過ごせますように。
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動物園に朝が来て、少年はかばの親子に語りか

けます。「おきてくれかばくんどうぶつえんはもう

11じねむいならねむいといってくれつまらないか

らおきてくれ」小さなかめくんを連れた少年は、飼

育係なのでしょうか。そうして、かばくん達のゆっ

たりとした一日が始まります。

かばくん
作： 岸田 衿子

絵： 中谷 千代子

出版社： 福音館書店

のびのびひろば

開催日 毎週 火・水・金曜日

時間 ９：３０～１４：３０

場所 みなみ保育園

保育園の子育て支援室を

開放しています。

子育て仲間を誘ってゆったり

過ごしてくださいね。

室内のおもちゃは自由に使えます。

☆☆☆遊びに来てね☆☆☆

6月

わらべうた

あめ こんこん ふるなよ

やまのとりが なくぞよ

♪あめこんこん ふるなよ

子どもとスキンシップ

両手で座ってポン

❶新聞紙を用意します。

❷１枚を丸めてボールにし、

もう一枚を筒状にして、手元

を絞って握れるようにします。

❸子どもに両足を伸ばして座

らせ、ボールを投げるように

足します。

❹ボールをキャッチします。

近い距離でできるようになっ

たら、２人の距離を長くして、

遠くへ投げられるようにして

みましょう！

乳歯が生えそろう２歳半～３歳ごろまで、子どもたちは、
あごや唇、舌などを使って食べる練習を続けています。こ
の時期には、食べる力に合わせた食事をとることが大切で
す。

発達に合わない食べ物を食べていると、成長してか
ら「かまない」「丸飲み」などの問題が出ることも。
焦らず、お子さんに合った食べ物を工夫しましょう。

よくかんで細かくなったのに、かた

まりで吐き出してしまうことがあり

ます。これは、まだ、食べ物を唾液

と混ぜて飲み込みやすくするのがう

まくいかないため、無理に飲み込ま

せると「丸飲み」につながるおそれ

があります。肉などかたまりになり

やすい食材は小さめに切るなど工夫

して、根気よく見守りましょう。


